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本解析では，2015年12月8日および12日に発生した青森県東方沖地震による津波の再現計算を
実施した．12月8日Mw7.6の地震については，気象庁より北海道太平洋中部から福島県までに渡
り，津波警報・注意報が発表された．今回の数値解析により，岩手県北部から北海道の沿岸部ま
で広い範囲にわたり影響がみられた．3箇所での時系列データを確認したところ，最大波は第３波
以降に確認できる．

一方，12月12日Mw6.7の地震では，北海道太平洋沿岸中部から宮城県に津波注意報が発表さ
れた．数値解析の結果より，太平洋沿岸へのエネルギーの集中（指向性）がみられた．なお，時系
列データを見ると，この指向性からはずれた久慈においても増幅がみられた．今後，より詳細な地
形データを用いた計算等が必要である．



2025年12月08日 青森県沖地震

• 地震に関する情報 (USGS)

震源：41.003°𝑁 142.171°𝐸 マグニチュード：Mw7.6

• 断層パラメーター（GSI）

• 数値計算条件

Grid size : 1215m, 405m

支配方程式：非線形長波方程式

傾斜角 走向 すべり角 すべり量 深さ 幅 長さ

21° 188° 76° 2.4𝑚 27.85𝑘𝑚 37.577𝑘𝑚 56.366𝑘𝑚
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Region1(1215m) Region2 (405m) 2



初期水位 最大津波高
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各地点における計算結果の時系列

浦河

八戸

久慈

矢印は各地点での最大津波高を示す
ただし，浦河のみ1215mメッシュでの計算結果

浦河

八戸
久慈
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2025年12月12日 青森県沖地震

• 地震に関する情報 (USGS)

震源：40.918°𝑁 142.745°𝐸 マグニチュード：Mw6.7

• 断層パラメーター

スケーリング則：

𝑀𝑜 = 1.77 × 106 𝑆
3
2 (防災科研; 2015)

log10𝑀𝑜 = 1.5𝑀𝑤 + 9.1 (Kanamori; 1977)𝐿/𝑊＝2 (宇津; 2001)

• 数値計算条件

Grid size : 1215m, 405m

支配方程式：非線形長波方程式

傾斜角 走向 すべり角 すべり量 深さ 幅 長さ

9° 194° 102° 1.0𝑚 10.7𝑘𝑚 14.3𝑘𝑚 28.6𝑘𝑚
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Region1(1215m) Region2 (405m) 6



初期水位 最大津波高
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各地点における水位変化の時系列

矢印は各地点での最大津波高を示す
ただし，浦河のみ1215mメッシュでの計算結果

浦河

八戸
久慈
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最大津波高の比較

波源の位置・走向と地形の関係で
八戸への集中が顕著になっている

波源域が比較的広く，青森県から
岩手県北部にかけて広く津波が到達

同様の海域での地震だが，波源域の大きさによって津波エネルギー集中する様子には違いがみられた

• 12月9日 Mw7.6 • 12月12日 Mw6.7
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まとめ

• 本解析の特徴

本解析では，日本の太平洋側における津波を伴った海溝型地震から導出されたスケーリング則
に基づいて断層モデルを設定しており，実際の断層特性をより適切に反映したモデルであると考
えられる．

本解析の計算範囲は，気象庁から津波注意報・警報が発表された地域を網羅しており，包括的
な検討だと考えられる

• 今後の展望

より詳細な地形データを用いた解析し，計算結果と観測結果との比較検討を定量的に実施する．

さらに，他津波観測点の津波波形を調べ，今回の一連の地震津波の特徴を整理したい．
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